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研究成果の概要（和文）： 夫・妻が抱える精神的・肉体的負担が出生数に及ぼす影響について、実証的に分析した結
果、35から39歳で初めて出産・子育てを経験する場合、不安・ストレスが生じている。また、年齢や肉体的負担、自分
の生き方が制約される場合、家族に対するいくつかの責任を持たなければならなくなる場合、負担が重く圧し掛かり不
安・ストレスとなる。
 政府施策の在り方を検証した結果、政府の支援にはかなりの偏りが見られた。家計収入、子供を持つ価値観に対する
支援は評価されるが、保育者の存在、夫婦の共通時間、心理的負担、結婚の価値観、内面的な夫婦関係に関しては再検
討が求められ、その中の内面的要因に至ってはその意義を立てるべきである。

研究成果の概要（英文）： Concerning how governmental support for the mental and physical burden 
shouldered by parents and its effect on the birth-rate, results reflect that parents who delayed the 
birth of their first child until their late thirties experience increased levels of anxiety and stress. 
Furthermore, the responsibility for the family on a parent serves as a source of anxiety and stress, 
especially in tandem with the aging process, when taking the time-constraining and physical demands 
required by child-rearing into consideration.
 Finally, there appears to be adequate governmental support with regard to the financial support and the 
value placed on increasing the birth-rate in Japan. However, policies in practice are unbalanced, as the 
mental needs of a couple, including their time spent together, is neglected. Therefore, the value of 
marriage, including the spiritual and physical relationship shared by couples, must be re-examined.

研究分野：社会保障

キーワード： 不安・ストレス　出産・子育て　30代後半　初めての経験　政府支援の偏り　子ども・子育て支援新制
度
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１．研究開始当初の背景

（１）出産意図を持つためには、

時間、親を含む保育者の存在、家計収入、スペ

ース、内面的な夫婦関係、結婚することの価値

観、子供を持つことの価値観、心理的負担

減、社会的支援が欠かせない。

（２）出産意図に関わる要因について

は不十分で子どもをもつ気にはなれないが（例え

ば部屋の数・住居のスペース）、代替的要因によ

って仮定的に叶うことがあれば（保育園の受入れ

可等）、出産意図をもてるかどうか、という分析で

は、10

性を示した。

肢要因として、世帯収入と部屋数・スペースが強

調された。現実的かつ代替的要因としては、高

い順位で望まれているのは妻が求める精神的・

肉体的負担の軽減であった

2．研究の目的

（１）これらの中で、あ

の在り方次第で出生意図が改善されうるのは、

１. 肉体的・精神的負担を軽減するための施策

２. 世帯収入の代替を提供する施策

３. 親の子育てを代替的に援助する政策

であった（
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神・肉体別の負担軽減について、効果的な支援

策ならびにその優先順位を、夫妻別・年齢階級

別・地域別に回帰分析し、その結果と子育て支

援関連法領域から、支援策はそれぞれどの行政

水準で提供すべきなのかを研究

3. 

（１）

社に委託してアンケート調査を行った。その際、

対象年齢、対象人数（

各

（年間の適切な時期）、調査方法（ランダム・サン

プリングの方法はインターネット調査でよいかどう

か）について吟味した。アンケートの対象地域を

全国の人口密集地と非密集地の両方とした。

（２）

表、記述統計量、クロス集計表、多重共線性の

チェック（相関行列）、順序ロジット分析、限界効

果分析の順で
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の検証

策が出産意図のニーズに適合しているのかどう

かを検証した結果、政府の支援にはかなりの偏り

があることが検証された。政府による支援は行わ

れているが、家計収入、子供を持つ価値観につ
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（３）新島（2013,2015）は保育支援の観点

から検討してみた。乳幼児に対する保育は健

全な保育を保障するものでなければならない。

政府は保育士に対し処遇を改善するために、

公定価格で勤務年数や経験年数に応じて改善

しようとしたが、実質的な給与総額引上げは

期待できなかった。結果として、子ども・子

育て支援新制度においても、待機児の問題や

保育士の処遇改善が直ちに解決されるもので

はないといえる。一日の生活の大半を保育所

で過ごす子供たちにとって保育士の役割は重

要である。乳幼児期の育て方の大切さが叫ば

れている今日、保育士の職場改善が優先され

なければならない。今後、実施される新制度

に対しさらなる改善が求められる。 
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